
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】円筒部セパレータの底面側端部を固定し、かつ

アルカリ乾電池が振動や衝撃を受けた場合でも移動しな

い底部セパレータを用いることにより、放電特性に優れ

た高信頼性のアルカリ乾電池を提供する。

【解決手段】アルカリ乾電池における底部セパレータ９

が、第一の底面部１０ａ、および前記第一の底面部の周

辺において円筒部セパレータ４の内側に沿って立ち上が

る第一の立ち上がり部１０ｂを有する第一の底紙１０と

、第二の底面部１１ａ、および前記第二の底面部の周辺

において円筒部セパレータの外側に沿って立ち上がる第

二の立ち上がり部１１ｂを有する第二の底紙とからなり

、前記第一の立ち上がり部と、前記第二の立ち上がり部

とにより前記円筒部セパレータの端部が挟まれている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 池 ケ ー ス 、 前 記 電 池 ケ ー ス に 内 接 す る 中 空 円 筒 状 の 正 極 合 剤 、 前 記 正 極 合 剤 の 内 側 に
配 さ れ た 円 筒 部 セ パ レ ー タ 、 前 記 円 筒 部 セ パ レ ー タ の 一 方 の 端 に 配 さ れ た 底 部 セ パ レ ー タ
、 な ら び に 前 記 円 筒 部 セ パ レ ー タ お よ び 底 部 セ パ レ ー タ の 内 側 に 充 填 さ れ た ゲ ル 状 負 極 を
具 備 す る ア ル カ リ 乾 電 池 で あ っ て 、
　 前 記 底 部 セ パ レ ー タ が 、 第 一 の 底 紙 お よ び 前 記 第 一 の 底 紙 の 外 側 に 重 ね て 配 さ れ た 第 二
の 底 紙 か ら な り 、
　 前 記 第 一 の 底 紙 が 、 第 一 の 底 面 部 、 お よ び 前 記 第 一 の 底 面 部 の 周 辺 に お い て 前 記 円 筒 部
セ パ レ ー タ の 内 側 に 沿 っ て 立 ち 上 が る 第 一 の 立 ち 上 が り 部 を 有 し 、
　 前 記 第 二 の 底 紙 が 、 第 二 の 底 面 部 、 お よ び 前 記 第 二 の 底 面 部 の 周 辺 に お い て 前 記 円 筒 部
セ パ レ ー タ の 外 側 に 沿 っ て 立 ち 上 が る 第 二 の 立 ち 上 が り 部 を 有 し 、
　 前 記 第 一 の 立 ち 上 が り 部 と 、 前 記 第 二 の 立 ち 上 が り 部 と に よ り 前 記 円 筒 部 セ パ レ ー タ の
端 部 が 挟 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る ア ル カ リ 乾 電 池 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 二 の 底 紙 が 複 数 の 層 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ア ル カ リ 乾 電 池 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 複 数 の 層 の う ち 少 な く と も 一 つ の 層 は 、 再 生 セ ル ロ ー ス か ら な る 薄 膜 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の ア ル カ リ 乾 電 池 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 底 部 セ パ レ ー タ が 、 前 記 円 筒 部 セ パ レ ー タ よ り も 薄 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の ア ル カ リ 乾 電 池 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ア ル カ リ 乾 電 池 、 さ ら に 詳 し く は ア ル カ リ 乾 電 池 に お け る 正 極 合 剤 と ゲ ル 状
負 極 と を 隔 離 す る セ パ レ ー タ の 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 セ パ レ ー タ の 隔 離 性 お よ び 電 池 の 放 電 特 性 を 改 善 す る た め に 、 円 筒 部 セ パ レ
ー タ お よ び 底 部 セ パ レ ー タ （ 底 紙 ） か ら な る 有 底 円 筒 状 の セ パ レ ー タ の 構 造 を 改 良 す る 試
み が な さ れ て い る 。
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ で は 、 底 紙 の 周 辺 に 円 筒 部 セ パ レ ー タ の 内 側 に 沿 っ て 立 ち 上 が る 立
ち 上 が り 部 を 設 け る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 し か し 、 電 池 が 振 動 や 衝 撃 を 受 け る と 、 ゲ ル
状 負 極 の 流 動 に 伴 い 底 紙 が 歪 ん だ り 、 ず れ た り す る 可 能 性 が あ る 。 こ の と き 、 円 筒 部 セ パ
レ ー タ と 底 紙 と の 間 に 隙 間 が 生 じ 、 そ の 隙 間 か ら ゲ ル 状 負 極 が 外 側 （ 正 極 を 兼 ね た 電 池 ケ
ー ス 側 ） に 漏 れ 出 し 、 内 部 短 絡 を 生 じ て し ま う と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は 、 底 紙 の 周 辺 に 円 筒 部 セ パ レ ー タ の 外 側 に 沿 っ て 立 ち 上 が る 立 ち
上 が り 部 を 設 け る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 し か し 、 こ の 立 ち 上 が り 部 が 円 筒 部 セ パ レ ー タ
の 外 側 に 位 置 す る た め 、 円 筒 部 セ パ レ ー タ の 側 面 を 内 側 に 押 す 力 が 働 き 、 こ れ に よ っ て 円
筒 部 セ パ レ ー タ が 内 側 に 曲 が る 場 合 が あ る 。 こ の と き 、 正 極 合 剤 と ゲ ル 状 負 極 と の 極 間 距
離 が 大 き く な り 、 電 池 の 内 部 抵 抗 が 増 大 す る こ と に よ り 、 放 電 特 性 が 低 下 す る と い う 問 題
が あ る 。 こ の よ う な 現 象 は 、 電 池 サ イ ズ が 大 き い ほ ど 起 こ り や す く な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ３ ４ ８ ７ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ３ ２ ９ ３ ９ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 従 来 の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 円 筒 部 セ パ レ ー タ の 底
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面 側 端 部 を 固 定 し 、 か つ ア ル カ リ 乾 電 池 が 振 動 や 衝 撃 を 受 け た 場 合 で も 移 動 し な い 底 部 セ
パ レ ー タ を 用 い る こ と に よ り 、 放 電 特 性 に 優 れ た 高 信 頼 性 の ア ル カ リ 乾 電 池 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の ア ル カ リ 乾 電 池 は 、 電 池 ケ ー ス 、 前 記 電 池 ケ ー ス に 内 接 す る 中 空 円 筒 状 の 正 極
合 剤 、 前 記 正 極 合 剤 の 内 側 に 配 さ れ た 円 筒 部 セ パ レ ー タ 、 前 記 円 筒 部 セ パ レ ー タ の 一 方 の
端 に 配 さ れ た 底 部 セ パ レ ー タ 、 な ら び に 前 記 円 筒 部 セ パ レ ー タ お よ び 底 部 セ パ レ ー タ の 内
側 に 充 填 さ れ た ゲ ル 状 負 極 を 具 備 す る ア ル カ リ 乾 電 池 で あ っ て 、
　 前 記 底 部 セ パ レ ー タ が 、 第 一 の 底 紙 お よ び 前 記 第 一 の 底 紙 の 外 側 に 重 ね て 配 さ れ た 第 二
の 底 紙 か ら な り 、
　 前 記 第 一 の 底 紙 が 、 第 一 の 底 面 部 、 お よ び 前 記 第 一 の 底 面 部 の 周 辺 に お い て 前 記 円 筒 部
セ パ レ ー タ の 内 側 に 沿 っ て 立 ち 上 が る 第 一 の 立 ち 上 が り 部 を 有 し 、
　 前 記 第 二 の 底 紙 が 、 第 二 の 底 面 部 、 お よ び 前 記 第 二 の 底 面 部 の 周 辺 に お い て 前 記 円 筒 部
セ パ レ ー タ の 外 側 に 沿 っ て 立 ち 上 が る 第 二 の 立 ち 上 が り 部 を 有 し 、
　 前 記 第 一 の 立 ち 上 が り 部 と 、 前 記 第 二 の 立 ち 上 が り 部 と に よ り 前 記 円 筒 部 セ パ レ ー タ の
端 部 が 挟 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 第 二 の 底 紙 が 複 数 の 層 か ら な る こ と が 好 ま し い 。
　 前 記 複 数 の 層 の う ち 少 な く と も 一 つ の 層 は 、 再 生 セ ル ロ ー ス か ら な る 薄 膜 で あ る こ と が
好 ま し い 。
　 前 記 底 部 セ パ レ ー タ が 、 前 記 円 筒 部 セ パ レ ー タ よ り も 薄 い こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 円 筒 部 セ パ レ ー タ の 底 面 側 端 部 を 固 定 し 、 か つ ア ル カ リ 乾 電 池 が 振 動
や 衝 撃 を 受 け た 場 合 で も 移 動 し な い 底 部 セ パ レ ー タ を 用 い る こ と に よ り 、 放 電 特 性 に 優 れ
た 高 信 頼 性 の ア ル カ リ 乾 電 池 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の ア ル カ リ 乾 電 池 の 一 実 施 形 態 に つ い て 図 １ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図
１ は 、 円 筒 形 ア ル カ リ 乾 電 池 の 一 部 を 断 面 と し た 正 面 図 で あ る 。
　 正 極 端 子 を 兼 ね 、 底 面 中 央 に 凹 部 を 有 す る 有 底 円 筒 形 の 電 池 ケ ー ス １ の 内 側 に 、 中 空 円
筒 状 の 正 極 合 剤 ２ が 配 さ れ 、 正 極 合 剤 ２ の 内 側 に セ パ レ ー タ を 介 し て ゲ ル 状 負 極 ３ が 充 填
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 正 極 合 剤 ２ に は 、 例 え ば 、 正 極 活 物 質 と し て 二 酸 化 マ ン ガ ン と 、 導 電 剤 と し て 黒 鉛
と 、 ア ル カ リ 電 解 液 と し て 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 と を 所 定 の 重 量 比 で 混 合 し た も の が 用
い ら れ る 。
　 前 記 ゲ ル 状 負 極 ３ に は 、 例 え ば 、 負 極 活 物 質 と し て 亜 鉛 粉 末 と 、 ゲ ル 化 剤 と し て ポ リ ア
ク リ ル 酸 ナ ト リ ウ ム と 、 ア ル カ リ 電 解 液 と し て 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 と を 所 定 の 重 量 比
で 混 合 し た も の が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 セ パ レ ー タ は 、 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ お よ び 底 部 セ パ レ ー タ ９ か ら な り 、 前 記 正 極 合
剤 ２ と ゲ ル 状 負 極 ３ と を 隔 離 し て い る 。 前 記 底 部 セ パ レ ー タ ９ は 、 第 一 の 底 紙 １ ０ お よ び
前 記 第 一 の 底 紙 １ ０ の 外 側 に 重 ね て 配 さ れ た 第 二 の 底 紙 １ １ か ら な る 。
　 前 記 第 一 の 底 紙 １ ０ は 、 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ の 底 面 に 位 置 す る 第 一 の 底 面 部 １ ０ ａ 、 お
よ び 前 記 底 面 部 １ ０ ａ の 周 辺 に お い て 前 記 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ の 内 側 に 沿 っ て 立 ち 上 が る
第 一 の 立 ち 上 が り 部 １ ０ ｂ を 有 す る 。 一 方 、 前 記 第 二 の 底 紙 １ １ は 、 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４
の 底 面 に 位 置 す る 第 二 の 底 面 部 １ １ ａ 、 お よ び 前 記 底 面 部 １ １ ａ の 周 辺 に お い て 前 記 円 筒
部 セ パ レ ー タ ４ の 外 側 に 沿 っ て 立 ち 上 が る 第 二 の 立 ち 上 が り 部 １ １ ｂ を 有 す る 。 そ し て 、
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前 記 第 一 の 立 ち 上 が り 部 と 、 前 記 第 二 の 立 ち 上 が り 部 １ １ ｂ と に よ り 前 記 円 筒 部 セ パ レ ー
タ ４ の 端 部 が 挟 ま れ て い る 。 前 記 第 一 の 底 面 部 １ ０ ａ は 、 第 二 の 底 面 部 １ １ ａ と 接 し て い
る こ と が 好 ま し く 、 ゲ ル 状 負 極 ３ の 収 納 容 積 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 二 の 底 紙 １ １ の 立 ち 上 が り 部 １ １ ｂ に よ り 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ の 端 部 が 内 側 へ 曲 が ろ
う と し て も 、 第 一 の 底 紙 １ ０ の 立 ち 上 が り 部 １ ０ ｂ が そ れ を 阻 止 す る た め 、 円 筒 部 セ パ レ
ー タ ４ を 直 立 し た 状 態 で 維 持 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ が 内 側 に
曲 が る こ と に よ り 、 正 極 合 剤 ２ と ゲ ル 状 負 極 ３ と の 極 間 距 離 が 増 大 し 、 電 池 の 内 部 抵 抗 が
上 昇 し 、 電 池 の 放 電 特 性 が 低 下 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 電 池 が 振 動 や 衝 撃 を 受 け た 場 合 で も 、 第 一 の 底 紙 １ ０ が 第 二 の 底 紙 １ １ に よ り 外
側 か ら 挟 持 さ れ る た め 、 第 一 の 底 紙 １ ０ の 移 動 に よ る ゲ ル 状 負 極 ３ の 漏 出 を 防 止 す る こ と
が で き る 。 こ れ に よ り 、 ゲ ル 状 負 極 ３ が 電 池 ケ ー ス １ 側 に 漏 出 し 、 電 池 ケ ー ス １ と 接 触 す
る こ と に よ り 起 こ る 内 部 短 絡 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ に は 、 例 え ば 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 繊 維 お よ び レ ー ヨ ン 繊 維 を 主
体 と し て 混 抄 し た 不 織 布 が 用 い ら れ る 。
　 前 記 第 一 の 底 紙 １ ０ に は 、 例 え ば 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 等 の 合 成 繊 維 、 ク ラ フ ト 紙 等
が 用 い ら れ る 。
　 前 記 第 二 の 底 紙 １ １ に は 、 イ オ ン の み を 透 過 さ せ る 微 孔 性 フ ィ ル ム が 用 い ら れ 、 例 え ば
、 再 生 セ ル ロ ー ス か ら な る 微 孔 性 薄 膜 （ セ ロ ハ ン ） の 両 面 に ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 合 成
繊 維 か ら な る 不 織 布 を ラ ミ ネ ー ト し た も の が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ゲ ル 状 負 極 ３ を 増 量 で き る た め 、 前 記 底 部 セ パ レ ー タ ９ が 、 前 記 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ よ
り も 薄 い こ と が 好 ま し い 。
　 前 記 第 二 の 底 紙 １ １ が 複 数 の 層 か ら な り 、 そ の う ち 少 な く と も 一 つ の 層 は 、 再 生 セ ル ロ
ー ス か ら な る 薄 膜 で あ る こ と が 好 ま し い 。 再 生 セ ル ロ ー ス の 薄 膜 に よ り 、 反 応 生 成 物 で あ
る 酸 化 亜 鉛 の 針 状 結 晶 が 、 底 紙 を 突 き 破 る こ と に よ り 生 じ る 内 部 短 絡 を 防 止 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ガ ス ケ ッ ト ５ お よ び 負 極 端 子 を 兼 ね た 底 板 ７ と 一 体 化 し た 負 極 集 電 子 ６ は ゲ ル 状 負 極 ３
の 中 央 に 差 し 込 ま れ て い る 。 そ し て 、 電 池 ケ ー ス １ の 開 口 端 部 が 、 ガ ス ケ ッ ト ５ の 端 部 を
介 し て 底 板 ７ の 周 縁 部 に か し め つ け ら れ る こ と に よ り 、 電 池 ケ ー ス １ の 開 口 部 は 封 口 さ れ
る 。 電 池 ケ ー ス １ の 外 表 面 に は 、 外 装 ラ ベ ル ８ が 被 覆 さ れ る 。
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 、 こ れ ら の み に 限 定 さ れ な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ５ 】
《 実 施 例 １ 》
　 以 下 に 示 す 方 法 に よ り 図 １ と 同 様 の 構 成 の ア ル カ リ 乾 電 池 を 作 製 し た 。
　 正 極 活 物 質 と し て 二 酸 化 マ ン ガ ン と 、 導 電 剤 と し て 黒 鉛 と を ９ ０ ： １ ０ の 重 量 比 で 混 合
し た 。 こ の 混 合 物 と 、 電 解 液 と し て ４ ０ 重 量 ％ の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 と を １ ０ ０ ： ３
の 重 量 比 で 混 合 し 、 充 分 に 攪 拌 し た 後 、 フ レ ー ク 状 に 圧 縮 成 形 し た 。 つ い で 、 フ レ ー ク 状
の 正 極 合 剤 を 粉 砕 し て 顆 粒 状 と し 、 こ れ を 篩 に よ っ て 分 級 し 、 １ ０ ～ １ ０ ０ メ ッ シ ュ の も
の を 中 空 円 筒 状 に 加 圧 成 形 し て ペ レ ッ ト 状 の 正 極 合 剤 ２ を 得 た 。
　 こ の 正 極 合 剤 ２ を 電 池 ケ ー ス １ 内 に ３ 個 挿 入 し 、 加 圧 治 具 に よ り 正 極 合 剤 ２ を 再 成 形 し
て 電 池 ケ ー ス １ の 内 壁 に 密 着 さ せ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 円 筒 状 の 所 定 の 治 具 を 用 い 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 繊 維 お よ び レ ー ヨ ン 繊 維 を 主 体 と し
て 混 抄 し た 不 織 布 か ら な る 厚 さ ０ ． ２ ５ ｍ ｍ の 不 織 布 二 枚 を 重 ね た も の を 二 重 に 巻 く こ と
に よ り 、 厚 さ １ ． ０ ｍ ｍ の 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ を 得 た 。 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ が 治 具 に 巻 か
れ た 状 態 で 、 さ ら に こ の 治 具 の 先 端 に 第 二 の 底 紙 １ １ を 配 し た 。 そ し て 、 第 二 の 底 紙 １ １
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が 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ の 端 部 を 包 み 込 む よ う に 、 第 二 の 底 紙 １ １ お よ び 円 筒 部 セ パ レ ー タ
４ を 正 極 合 剤 ２ の 中 空 部 に 挿 入 し た 。 こ の よ う に し て 、 正 極 合 剤 ２ の 内 壁 に 円 筒 部 セ パ レ
ー タ ４ を 配 し 、 電 池 ケ ー ス １ の 底 部 に 第 二 の 底 紙 １ １ を そ れ ぞ れ 配 置 し た 。 さ ら に 、 治 具
の 先 端 に 第 一 の 底 紙 １ ０ を 備 え 付 け 、 こ れ を 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ の 内 側 に 挿 入 す る こ と に
よ り 、 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ の 内 側 に 沿 っ て 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り 部 １ ０ ｂ を 有 す る 第 一 の
底 紙 １ ０ を 配 し た 。 こ の と き 、 第 一 の 底 面 部 １ ０ ａ が 、 第 二 の 底 面 部 １ １ ａ と 接 す る よ う
に 配 し た 。
　 こ の よ う に し て 、 底 部 セ パ レ ー タ ９ を 第 一 の 底 紙 １ ０ お よ び 第 二 の 底 紙 １ １ に よ り 構 成
し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 第 二 の 底 紙 １ １ に は 、 再 生 セ ル ロ ー ス か ら な る 薄 膜 の 両 面 に ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー
ル 繊 維 か ら な る 不 織 布 を ラ ミ ネ ー ト し て 得 ら れ た 厚 さ ０ ． ２ ｍ ｍ の 原 紙 を 、 一 辺 の 長 さ が
円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ の 外 径 よ り 大 き な 正 方 形 に 切 断 し た も の を 用 い た 。
　 ま た 、 第 一 の 底 紙 １ ０ に は 、 主 に ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 繊 維 か ら な る 厚 さ 約 ０ ． ５ ｍ ｍ
の 不 織 布 を 、 一 辺 の 長 さ が 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ の 内 径 よ り 大 き な 正 方 形 に 切 断 し た も の を
用 い た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 の よ う に 設 置 し た 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ お よ び 底 部 セ パ レ ー タ ９ か ら な る 有 底 円 筒 状
セ パ レ ー タ 内 に 、 所 定 量 の ア ル カ リ 電 解 液 を 注 入 し た 。 所 定 時 間 経 過 し た 後 、 ゲ ル 状 負 極
３ を こ の セ パ レ ー タ 内 に 充 填 し た 。 な お 、 ゲ ル 状 負 極 ３ に は 、 ゲ ル 化 剤 と し て ポ リ ア ク リ
ル 酸 ナ ト リ ウ ム と 、 ア ル カ リ 電 解 液 と し て ４ ０ 重 量 ％ の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム と 、 負 極 活 物 質
と し て 亜 鉛 粉 末 と を １ ： ３ ３ ： ６ ６ の 重 量 比 で 混 合 し た も の を 用 い た 。
　 負 極 集 電 子 ６ を ゲ ル 状 負 極 ３ の 中 央 に 差 し 込 ん だ 。 な お 、 負 極 集 電 子 ６ に は 、 ガ ス ケ ッ
ト ５ お よ び 負 極 端 子 を 兼 ね た 底 板 ７ を 一 体 化 さ せ た 。 そ し て 、 電 池 ケ ー ス １ の 開 口 端 部 を
、 ガ ス ケ ッ ト ５ の 端 部 を 介 し て 底 板 ７ の 周 縁 部 に か し め つ け 、 電 池 ケ ー ス １ の 開 口 部 を 封
口 し た 。 外 装 ラ ベ ル ８ で 電 池 ケ ー ス １ の 外 表 面 を 被 覆 し て 、 単 １ 形 ア ル カ リ 乾 電 池 を 作 製
し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
《 比 較 例 １ 》
　 円 筒 状 の 所 定 の 治 具 を 用 い 、 実 施 例 １ と 同 様 の 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ を 得 た 。 こ の 円 筒 部
セ パ レ ー タ ４ を 電 池 ケ ー ス １ 内 に 配 さ れ た 正 極 合 剤 ２ の 中 空 部 に 挿 入 し た 。 次 に 、 治 具 の
先 端 に 実 施 例 １ の 第 一 の 底 紙 １ ０ と 同 様 の 底 紙 １ ９ を 備 え 付 け た 。 そ し て 、 こ れ を 円 筒 部
セ パ レ ー タ ４ の 内 側 に 挿 入 し 、 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ の 内 側 に 沿 っ て 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り
部 １ ９ ａ を 有 す る 底 紙 １ ９ を 配 す る こ と に よ り 、 底 部 セ パ レ ー タ を 構 成 し た 。
　 こ の よ う に 底 部 セ パ レ ー タ を 底 紙 １ ９ で 構 成 し た 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 様 の 方 法 に よ り
図 ２ に 示 す 構 成 の 単 １ 形 ア ル カ リ 乾 電 池 を 作 製 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
《 比 較 例 ２ 》
　 円 筒 状 の 所 定 の 治 具 を 用 い 、 実 施 例 １ と 同 様 の 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ を 得 た 。 こ の 円 筒 部
セ パ レ ー タ ４ が 治 具 に 巻 か れ た 状 態 で 、 さ ら に こ の 治 具 の 先 端 に 実 施 例 １ の 第 二 の 底 紙 １
１ と 同 様 の 底 紙 ２ ９ を 備 え 付 け た 。 そ し て 、 底 紙 ２ ９ が 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ の 端 部 を 包 み
込 む よ う に 底 紙 ２ ９ お よ び 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ を 電 池 ケ ー ス １ 内 に 配 さ れ た 正 極 合 剤 ２ の
中 空 部 に 挿 入 し た 。 こ の よ う に し て 、 正 極 合 剤 ２ の 内 側 に 、 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ 、 お よ び
前 記 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ の 外 側 に 沿 っ て 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り 部 ２ ９ ａ を 有 す る 底 紙 ２ ９
と を 配 し た 。
　 こ の よ う に 底 部 セ パ レ ー タ を 底 紙 ２ ９ で 構 成 し た 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 様 の 方 法 に よ り
図 ３ に 示 す 構 成 の 単 １ 形 ア ル カ リ 乾 電 池 を 作 製 し た 。
　 上 記 で 得 ら れ た 実 施 例 １ な ら び に 比 較 例 １ お よ び ２ の 各 電 池 １ ０ ０ 個 ず つ を 用 い て 下 記
の 評 価 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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［ 評 価 ］
（ １ ） 振 動 試 験
　 ２ ０ ℃ 環 境 下 で 電 池 電 圧 を 測 定 し た 後 、 負 極 端 子 （ 底 板 ） 側 を 上 に し た 状 態 で Ｊ Ｉ Ｓ 規
定 の 振 動 試 験 （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｃ 　 ０ ０ ３ ６ ） に 従 い 、 試 験 条 件 と し て 試 験 振 動 数 範 囲 を １ ～ １
０ ０ Ｈ ｚ と し 、 加 速 度 ス ペ ク ト ル 密 度 を １ ． ０ （ ｍ ／ ｓ 2 ） 2 ／ Ｈ ｚ と し 、 平 坦 な 加 速 度 ス
ペ ク ト ル 密 度 曲 線 に よ り 試 験 を ３ 分 間 実 施 し た 。 振 動 試 験 が 終 了 し た 後 、 １ 時 間 経 過 し た
時 点 で 、 ２ ０ ℃ 環 境 下 で 電 池 電 圧 を 再 度 測 定 し た 。 こ の と き 、 試 験 前 後 で 電 池 電 圧 が ２ ｍ
Ｖ 以 上 降 下 し た 電 池 の 個 数 を 調 べ た 。 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 比 較 例 １ で は 、 振 動 で 底 紙 １ ９ が ず れ る こ と に よ り 、 ゲ ル 状 負 極 ３ が 漏 出 し て 正 極 端 子
を 兼 ね た 電 池 ケ ー ス １ と 接 触 し た た め 、 電 池 の 内 部 短 絡 が 生 じ 電 池 電 圧 が 大 き く 低 下 し た
電 池 が 多 く み ら れ た 。 ま た 、 比 較 例 ２ で は 、 電 池 電 圧 が 大 き く 低 下 し た 電 池 が わ ず か に み
ら れ た 。 電 圧 低 下 の 大 き か っ た 電 池 で は 、 振 動 に よ る 底 紙 の ず れ は な か っ た が 、 円 筒 部 セ
パ レ ー タ ４ と 底 紙 ２ ９ と の 隙 間 を 少 量 の ゲ ル 状 負 極 ３ が 通 り 、 正 極 合 剤 ２ と 接 触 す る こ と
に よ り 、 内 部 短 絡 を 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 、 実 施 例 １ で は 、 第 二 の 底 紙 １ １ の 立 ち 上 が り 部 １ １ ｂ に よ る 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４
の 内 側 に か か る 力 と 、 第 一 の 底 紙 １ ０ の 立 ち 上 が り 部 １ ０ ｂ に よ る 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ の
外 側 に か か る 力 に よ り 、 第 一 の 底 紙 １ ０ 、 第 二 の 底 紙 １ １ 、 お よ び 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ の
３ つ の 部 位 が 固 定 さ れ た 。 こ の た め 、 振 動 が 加 え ら れ て も 、 ゲ ル 状 負 極 ３ が 円 筒 部 セ パ レ
ー タ ４ お よ び 底 部 セ パ レ ー タ ９ の 外 側 に 漏 れ 出 す こ と が な く 、 電 池 電 圧 が 大 き く 低 下 し た
電 池 は 全 く み ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ ２ ） 内 部 抵 抗 の 測 定
　 正 極 端 子 側 を 上 に し た 状 態 で 電 池 を ２ ０ ℃ 環 境 下 で １ 週 間 保 管 し た 。 そ し て 、 保 管 後 の
電 池 の 内 部 抵 抗 を 交 流 抵 抗 計 に て 測 定 し た 。 そ の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 比 較 例 ２ で は 、 内 部 抵 抗 値 が 高 い 電 池 が み ら れ た 。 こ れ は 正 極 端 子 側 に お け る 円 筒 部 セ
パ レ ー タ ４ の 端 部 が 内 側 に 曲 が り 、 正 極 合 剤 ２ と ゲ ル 状 負 極 ３ と の 極 間 距 離 が 増 大 し た た
め で あ る と 考 え ら れ る 。
　 一 方 、 実 施 例 １ で は 、 第 一 の 底 紙 １ ０ に よ り 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ の 端 部 に お け る 内 側 へ
の 曲 が り が 抑 え ら れ た た め 、 内 部 抵 抗 は 小 さ く 、 ま た そ の ば ら つ き も 小 さ か っ た 。 こ れ に
よ り 、 実 施 例 １ で は 信 頼 性 の 高 い 電 池 が 得 ら れ る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ ３ ） 放 電 試 験
　 正 極 端 子 側 を 上 に し た 状 態 で 電 池 を ２ ０ ℃ で １ 週 間 保 管 後 、 ２ ０ ℃ 環 境 下 で １ ５ ０ ０ ｍ
Ａ の 定 電 流 で 連 続 放 電 し た 。 こ の と き 、 電 池 電 圧 が ０ ． ９ Ｖ を 下 回 る ま で の 放 電 持 続 時 間
を 測 定 し た 。 そ の 結 果 を 表 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 実 施 例 １ の 方 が 比 較 例 ２ よ り も 、 放 電 持 続 時 間 の 最 大 値 と 最 小 値 の 差 が 小 さ く 、 放 電 特
性 の ば ら つ き が 小 さ い こ と が わ か っ た 。 比 較 例 ２ で は 、 上 記 の よ う に １ 週 間 保 管 し た 後 に
、 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ の 端 部 が 内 側 に 曲 が り 、 内 部 抵 抗 が 増 大 し た 電 池 が み ら れ た 。 こ の
た め 、 内 部 抵 抗 が ば ら つ き 、 放 電 性 能 の ば ら つ き が 大 き く な っ た と 考 え ら れ る 。 一 方 、 実
施 例 １ で は 、 第 一 の 底 紙 １ ０ に よ り 円 筒 部 セ パ レ ー タ ４ の 端 部 に お け る 内 側 へ の 曲 が り が
抑 え ら れ た た め 、 内 部 抵 抗 の ば ら つ き が 小 さ く 、 放 電 性 能 の ば ら つ き が 小 さ く な っ た も の
と 考 え ら れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の ア ル カ リ 乾 電 池 は 、 円 筒 部 セ パ レ ー タ の 底 面 側 端 部 を 固 定 し 、
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か つ ア ル カ リ 乾 電 池 が 振 動 や 衝 撃 を 受 け た 場 合 で も 移 動 し な い 底 部 セ パ レ ー タ を 用 い て い
る た め 、 高 信 頼 性 を 要 す る ア ル カ リ 乾 電 池 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の ア ル カ リ 乾 電 池 の 一 部 を 断 面 と し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 比 較 例 １ の ア ル カ リ 乾 電 池 の 一 部 を 断 面 と し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 比 較 例 ２ の ア ル カ リ 乾 電 池 の 一 部 を 断 面 と し た 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 　 １ 　 電 池 ケ ー ス
　 　 　 ２ 　 正 極 合 剤
　 　 　 ３ 　 ゲ ル 状 負 極
　 　 　 ４ 　 円 筒 部 セ パ レ ー タ
　 　 　 ５ 　 ガ ス ケ ッ ト
　 　 　 ６ 　 負 極 集 電 子
　 　 　 ７ 　 底 板
　 　 　 ８ 　 外 装 ラ ベ ル
　 　 　 ９ 　 底 部 セ パ レ ー タ
　 　 　 １ ０ 　 第 一 の 底 紙
　 　 　 １ ０ ａ 　 第 一 の 底 面 部
　 　 　 １ ０ ｂ 　 第 一 の 立 ち 上 が り 部
　 　 　 １ １ 　 第 二 の 底 紙
　 　 　 １ １ ａ 　 第 二 の 底 面 部
　 　 　 １ １ ｂ 　 第 二 の 立 ち 上 が り 部
　 　 　 １ ９ 、 ２ ９ 　 底 紙
　 　 　 １ ９ ａ 、 ２ ９ ａ 　 立 ち 上 が り 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(9) JP 2005-71908 A 2005.3.17



フロントページの続き

(72)発明者  大窪　威
            大阪府守口市松下町１番１号　松下電池工業株式会社内
Ｆターム(参考) 5H021 AA02  BB17  CC16  EE12  HH04  HH10 
　　　　 　　  5H024 AA03  AA14  CC02  CC07  CC14  DD09  DD10 

(10) JP 2005-71908 A 2005.3.17


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

